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議 題

（１）えびなっ子ふれあいフェスタ・いきいきシンポジウム

について 

（２）海老名市立図書館について 

（３）海老名市教育大綱について 

（４）その他 

資 料

（１）次第 

（２）席次表、出席者名簿 

（３）えびなっ子ふれあいフェスタ・いきいきシンポジウム

について 



（４）えびなっ子ふれあいフェスタチラシ 

（５）海老名市立中央図書館報告資料 

（６）海老名市立有馬図書館報告資料 

（７）海老名市教育大綱について 

〇会議の内容（提出された意見及びそれに対する回答） 

１ 開会 

【事務局】 定刻となりましたので、令和４年度第３回海老名市社会教育委員会議

を開会いたします。 

開会にあたり議長よりご挨拶をいただきたいと思います。山田議長よ

ろしくお願いいたします。 

２ あいさつ 

【議長】 （山田議長あいさつ） 

【事務局】 ありがとうございました。 

つづきまして伊藤教育長よりご挨拶申し上げます。 

【教育長】 （伊藤教育長あいさつ） 

【事務局】 それでは議事に入りますので、議長、これからの進行をよろしくお願

いいたします。 

３ 議事 

【議長】 それでは、これより議事に入りたいと思います。 

まずは、１点目えびなっ子ふれあいフェスタ・いきいきシンポジウム

についてのア「えびなっ子ふれあいフェスタについて」事務局より説明

をお願いします。 

【事務局】 （えびなっ子ふれあいフェスタについて提案・説明） 

【議長】 以上の説明、提案について皆様いかがでしょうか。 

【委員】 多目的室は最大で何人ぐらい収容できるのか？ 

【事務局】  PTAの関連の会議では、80席程度を用意することができた。 

 スペースとしては、余裕があったので、もう少し増席できると考えて

いる。 

【議長】  私たち社会教育委員も会場となるえびなこどもセンターの各施設を知

っておく必要がある。そういった時間を当日までに設けたい。 

【事務局】  次回の会議の時に、皆様と一緒に施設の確認を行う時間を設ける。 

【議長】  よろしくお願いします。 

【議長】  次に、いきいきシンポジウムについて事務局より説明をお願いしま

す。 



【事務局】 （いきいきシンポジウムついて提案・説明） 

【議長】 シンポジウムの内容について皆様いかがでしょうか。 

【委員】 （質疑・意見なし） 

【議長】 それでは、シンポジウムについても引き続き団体との調整をお願いし

ます。 

続いて、「海老名市立図書館について」 

まずは、中央図書館 高橋館長よりお願いします。 

【事務局】 中央図書館から説明（高橋館長） 

【議長】 中央図書館の取組について、ご意見やご質問はありますでしょうか。 

【委員】  子どもと一緒にイベントに参加させていただいた。 

 参加の申し込みが直接図書館へ行かないとできなかった。 

 オンラインや往復はがき等で申し込みができるようになると良い。 

【事務局】 ご意見として頂戴させていただく。 

【委員】 様々なイベントで講師を呼んでいるが、講師料はどのように支払って

いるのか。 

【事務局】 市からの指定管理料から支出している。 

【議長】 それぞれのイベントで定員を上回って申し込みがあった場合はどのよ

うに対応しているのか。 

【事務局】 定員の枠を広げる等、なるべくお断りしないように工夫している。 

【委員】 図書館に行けない人もいるため、各コミュニティセンターに出張して

くれると良い。 

【議長】 それでは次に、有馬図書館 大河原館長からお願いします。 

【事務局】 有馬図書館から説明（大河原館長） 

【議長】 有馬図書館の取組について、ご意見やご質問はありますでしょうか。 

その他、図書館についてご意見等ありましたらお願いします。 

【委員】  （質疑・意見なし） 

【教育長】 図書館は様々なイベントを行っているが、保護者が動かないと子ども

は参加することができない。 

子どもが自ら申し込みを行い、参加できるシステムがあれば良いが、

現状は難しいため、もっと保護者に直接働きかける方法を検討したい。 

【議長】 それでは次に、海老名市教育大綱についてです。 

前回の会議にて、委員の皆様から意見をいただきたいということで事

務局から説明がありました。 

委員の皆様、ご意見やご提案等ありますでしょうか。 



【委員】 教育大綱とは直接関係はないかもしれないが、子どもから直接意見を

聞けるようにタブレット端末を活用してアンケートを実施してはどう

か。子どもたちからの面白い意見が集まるのではないか。 

【教育長】 我々としても SNS を活用した双方向のつながりができないか、検討し

ている。 

【委員】 PTA の活動を通じて感じたことだが、先生方の就業環境の改善が課題

と感じている。先生としてもやりたい仕事がやりづらい環境にあるので

はないか。 

【委員】 子どもたちが、自分の住んでいる街の歴史を学ぶことは大切だと思っ

ている。文化財の更なる活用をお願いしたい。 

【委員】 大人と子どもが一緒に何かに取り組むことが重要と考えている。 

教育大綱にもそのような文言を追加したらどうか。 

【委員】 自分の事業には多くの高校生、大学生が協力してくれている。 

彼らは大きな活力と可能性を持っているため、学生たちがもっと様々

なことに参画できるような場や仕組みを作ってほしい。 

【委員】 子どもは学んだことを人に教えることで自信になる。このような子ど

もと大人の関わりの中で、子どもも自信を深めると思う。 

人との関わりの中で、好きなことを見つけて、伸ばしていってほし

い。 

【教育長】 学校で言えば、子どもは先生が一緒に行事に参加してくれると、とて

も喜んでくれる。皆様のおっしゃる通り子どもが多くの大人と関わるこ

とは重要と考える。 

また、学生たちの若い力を活かすことは教育大綱の柱になると考えて

いる。 

【委員】 コロナの影響で中止していた親子で参加できる地元のイベントも再開

を予定している。子どもと大人がともに学び合う機会の提供が大切だと

感じる。 

【委員】 広い世代の交流を図ることが大切と考える。親と子、子どもと先生が

交流できる場を行政には作ってほしい。 

【議長】 たくさんのご意見をありがとうございました。委員の皆様から意見を

教育大綱の見直しの参考にしてください。 

それでは、その他、委員の皆様から何かありますか。 

【委員】 （質疑・意見なし） 

【議長】 皆様ご協力ありがとうございました。 

それでは進行を事務局にお返しします。 

【事務局】 山田議長、議事の進行ありがとうございました。 



最後に事務連絡です。 

 （今後の会議日程等を紹介） 

全体を通しまして、委員の皆様から何かありますでしょうか。 

【委員】 （質疑・意見なし） 

４ 閉会 

【事務局】 閉会のご挨拶を橋本副議長からいただきたいと思います。 

【副議長】 （橋本副議長あいさつ） 


